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  学校教育目標 

共に学び共に伸びる子ども 

・いのちを大切にできる子ども   ・だれとでも仲良く協力し合う子ども 

・意欲をもち学習する子ども ・ねばり強くはたらく子ども 

令和 6年 6月 12日 第 9号 

全校集会でお話したこと 

今、世界は大きな変革期を迎えています。いくつかの国では、自動車やバ

スが運転手なしで走っています。空を飛ぶ車の映像を見たことがある人もい

ると思います。AI と呼ばれる人工知能の発達で、将棋の名人が将棋のソフ

トに負けてしまう、それどころかそのソフトを使って将棋を勉強することが重

要になっていたりします。また、SNSが全世界に普及し、どこの国の人とも

簡単に交流できたり、世界中の出来事が一瞬でニュ－スとなって飛び込ん

できたりします。 

ところで、先日久しぶりに奈良に行ってきました。想像していたことです

が、外国からの観光客であふれかえっていました。30年前、京都でもそう

でしたが、外国からの観光客といえばアメリカやヨ－ロッパからの人々がほ

とんどでしたが、今は中国や韓国、東南アジアに中東の人々と、世界中から

あらゆる民族の方がやってきているようです。 

それらの人々は、奈良の風景を見てどう感じるでしょうか。日本の街並み

やお店の様子を観察して、自分の国とは違う「違和感」を感じたりしないで

しょうか。街を歩いているとその外国の方の何気ないしぐさに「違和感」を感

じます。この「違和感」を感じることが大切だと思います。どうして「違和感」

を感じたのか、しっかり自分自身を見つめる必要があります。 

みなさんが社会に出て活躍するころは、全世界の人々と直接または間接

的に付き合っていかなければなりません。たくさんの国の文化や習慣をしっ

かりと理解し、自分の感じた「違和感」を克服する必要があります。 

AIは、言語の壁を越えていきます。これからは、心の持ち方が世界とつな

がる第一歩になります。 


